
参
照
条
文
（
事
務
簡
素
合
理
化
関
係
）

○
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
（
抄
）

第
三
十
三
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
（
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
労
働
者
で
あ
る
者
を
除
く
。
）
の
業
務
災
害
及

び
通
勤
災
害
に
関
し
て
は
、
こ
の
章
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
五

（
略
）

六

こ
の
法
律
の
施
行
地
外
の
地
域
の
う
ち
開
発
途
上
に
あ
る
地
域
に
対
す
る
技
術
協
力
の
実
施
の
事
業
（
事
業
の
期
間
が
予
定
さ
れ
る
事
業
を
除

く
。
）
を
行
う
団
体
が
、
当
該
団
体
の
業
務
の
実
施
の
た
め
、
当
該
開
発
途
上
に
あ
る
地
域
（
業
務
災
害
及
び
通
勤
災
害
に
関
す
る
保
護
制
度
の

状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
国
の
地
域
を
除
く
。
）
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
業
に
従
事
さ
せ
る
た
め
に
派
遣
す
る

者
七

こ
の
法
律
の
施
行
地
内
に
お
い
て
事
業
（
事
業
の
期
間
が
予
定
さ
れ
る
事
業
を
除
く
。
）
を
行
う
事
業
主
が
、
こ
の
法
律
の
施
行
地
外
の
地
域

（
業
務
災
害
及
び
通
勤
災
害
に
関
す
る
保
護
制
度
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
国
の
地
域
を
除
く
。
）
に
お
い

て
行
わ
れ
る
事
業
に
従
事
さ
せ
る
た
め
に
派
遣
す
る
者
（
当
該
事
業
が
特
定
事
業
に
該
当
し
な
い
と
き
は
、
当
該
事
業
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
と

し
て
派
遣
す
る
者
に
限
る
。
）

第
三
十
四
条

前
条
第
一
号
の
事
業
主
が
、
同
号
及
び
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
包
括
し
て
当
該
事
業
に
つ
い
て
成
立
す
る
保
険
関
係
に
基
づ
き
こ

の
保
険
に
よ
る
業
務
災
害
及
び
通
勤
災
害
に
関
す
る
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
す
る
こ
と
に
つ
き
申
請
を
し
、
政
府
の
承
認
が
あ
つ

た
と
き
は
、
第
三
章
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
及
び
第
三
章
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
四

（
略
）

②
～
④

（
略
）

第
三
十
六
条

第
三
十
三
条
第
六
号
の
団
体
又
は
同
条
第
七
号
の
事
業
主
が
、
同
条
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
者
を
、
当
該
団
体
又
は
当
該
事
業

主
が
こ
の
法
律
の
施
行
地
内
に
お
い
て
行
う
事
業
（
事
業
の
期
間
が
予
定
さ
れ
る
事
業
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
の
保
険
関
係
に
基
づ
き
こ
の
保
険
に

よ
る
業
務
災
害
及
び
通
勤
災
害
に
関
す
る
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
す
る
こ
と
に
つ
き
申
請
を
し
、
政
府
の
承
認
が
あ
つ
た
と
き
は

、
第
三
章
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
及
び
第
三
章
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
三

（
略
）

②

（
略
）

第
三
十
七
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
三
十
三
条
各
号
に
掲
げ
る
者
の
業
務
災
害
及
び
通
勤
災
害
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
。



第
四
十
九
条
の
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
関
係
行
政
機
関
又
は
公
私
の
団
体
に
対
し
、
資
料
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
協
力

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

（
略
）

第
四
十
九
条
の
五

こ
の
法
律
に
定
め
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
都
道
府
県
労
働
局
長

に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
（
抄
）

（
事
務
の
所
轄
）

第
一
条

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
四
条
第
一
項
第
三
号
（
法
第
三
十
六
条
第

一
項
第
二
号
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
都
道
府
県
労
働
局

長
に
委
任
す
る
。

②
・
③

（
略
）

（
中
小
事
業
主
等
の
特
別
加
入
）

第
四
十
六
条
の
十
九

（
略
）

②
～
⑤

（
略
）

⑥

法
第
三
十
四
条
第
一
項

の
承
認
を
受
け
た
事
業
主
は
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
又
は
法
第
三
十
三
条
第
一
号
及
び

第
二
号

に
掲
げ
る
者
に
新
た
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
者
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
者
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く

、
文
書
で
、
そ
の
旨
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
て
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑦
・
⑧

（
略
）

（
海
外
派
遣
者
の
特
別
加
入
）

第
四
十
六
条
の
二
十
五
の
二

（
略
）

②

第
四
十
六
条
の
十
九
第
五
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
つ
い
て
、
同
条
第
六
項
の
規
定
は
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
を
生

じ
た
場
合
又
は
法
第
三
十
三
条
第
六
号
若
し
く
は
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
新
た
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
者
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
な
く
な
つ
た
者
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
六
条
の
十
九
第
五
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「

第
四
十
六
条
の
二
十
五
の
二
第
一
項
」
と
、
「
事
業
主
」
と
あ
る
の
は
「
団
体
又
は
事
業
主
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
承

認
を
受
け
た
事
業
主
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
団
体
及
び
事
業
主
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
六
条
の
二
十
五
の
四

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
承
認
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
の
労
災
保
険
に
係
る
保
険
関
係
が
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
当
該



事
業
を
行
う
団
体
又
は
事
業
主
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
書
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
、
こ
の
省
令
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則

の
規
定
に
よ
る
文
書
の
様
式
）

第
五
十
四
条

法
、
こ
の
省
令
並
び
に
労
働
者
災
害
補
償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
、
請
求
書
、
証
明
書
、
報
告
書
及
び
届

書
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
並
び
に
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
年
金
証
書
の
様
式
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
て
告
示
す

る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
抄
）

（
確
定
保
険
料
）

第
十
九
条

事
業
主
は
、
保
険
年
度
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
労
働
保
険
料
の
額
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
、
次
の

保
険
年
度
の
六
月
一
日
か
ら
四
十
日
以
内
（
保
険
年
度
の
中
途
に
保
険
関
係
が
消
滅
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
険
関
係
が
消
滅
し
た
日
（
保

険
年
度
の
中
途
に
労
災
保
険
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
承
認
が
取
り
消
さ
れ
た
事
業
に
係
る
第
一
種
特
別
加
入
保
険
料
及
び
保
険
年
度
の
中
途
に
労

災
保
険
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
承
認
が
取
り
消
さ
れ
た
事
業
に
係
る
第
三
種
特
別
加
入
保
険
料
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
承
認
が
取
り
消
さ

れ
た
日
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
五
十
日
以
内
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

②

有
期
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
業
主
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
労
働
保
険
料
の
額
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
、
保
険
関
係
が
消
滅
し
た
日
（
当
該
保
険
関
係
が
消
滅
し
た
日
前
に
労
災
保
険
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
承
認
が
取
り
消

さ
れ
た
事
業
に
係
る
第
一
種
特
別
加
入
保
険
料
に
関
し
て
は
、
当
該
承
認
が
取
り
消
さ
れ
た
日
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
五
十
日
以
内
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

③
～
⑥

（
略
）

○
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
八
号
）
（
抄
）

（
確
定
保
険
料
申
告
書
）

第
三
十
三
条

法
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

②

法
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
申
告
書
は
、
確
定
保
険
料
申
告
書
（
様
式
第
六
号
）
と
す
る
。
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※入力徴定コード※修正項目番号

一般拠出金石綿健康被害救済法

労働保険 継 続 事 業
(一括有期事業を含む。)

申告書
概算・増加概算・確定保険料
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下記のとおり申告します。

-

- - --

, ,

-

,

,,

, , ,

,

, ,

,

, ,

, , , , ,

,, ,

, ,,

,, ,

, ,

, ,

,,

, ,

, ,

, , , , ,

－ －－

第3片「記入に当たっての注意事項」をよく読んでから記入して下さい。 

ＯＣＲ枠への記入は上記の「標準字体」でお願いします。 

 

① 

労働 

保険 

番号 

都道府県 所掌 管 轄 基   幹   番   号 枝  番  号 

(

項
１)

 

9

※ 各 種 区 分 
管轄(2) 保険関係等 業   種 産業分類 あて先 〒 

労働保険特別会計歳入徴収官殿 

②増加年月日(元号:平成は7) ③事業廃止等年月日(元号:平成は7) ※事業廃止等理由 
元号 年 月 日 元号 年 月 日 

⑤雇用保険被保険者数 ⑥免除対象高年齢労働者数 ※保険関係 ※片保険理由コード 

十 万 千 百 人 十 十 万 千 百 人 十 万 千 百 人 十 

確
定
保
険
料
算
定
内
訳
 

労働保険料 

 ⑦ 

 区     分 

労災保険分 

雇
用
保
険
分
 

一 般 拠 出 金 

算 定 期 間  平成  年  月  日 から 平成  年  月  日 まで 

⑧ 保 険 料・一般拠出金算定基礎額   ⑨保険料･一般拠出金率 ⑩ 確 定 保 険 料 ・一般拠出金額 ( ⑧ × ⑨ ) 

千円  円 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

 円 

 円 

 円 

(ｲ) 

(ﾛ) 

(ﾊ) 

(ﾆ) 

(ﾎ) 

((ﾊ) 

－(ﾆ)) 

(ﾍ) 

(ｲ) 1000分の 

1000分の 

1000分の 

1000分の 

1000分の 

(ﾛ) 

(ﾆ) 

(ﾍ) 

(ﾛ) 

 円 

(ﾆ) 

(ﾍ) 

(ｲ) 

(ﾎ) (ﾎ) 

概
算
・
増
加
概
算
保
険
料
算
定
内
訳
 

労働保険料 

 ⑪ 

 区     分 

労災保険分 

雇
用
保
険
分
 

雇用保険法 

適 用 者 分 

高  年  齢 

労 働 者 分 

保険料算定 

対 象 者 分 

算 定 期 間  平成  年  月  日 から 平成  年  月  日 まで 

⑫ 保 険 料 算 定 基 礎 額 の 見 込 額   ⑬ 保険料率 ⑭ 概 算・増 加 概 算 保 険 料 額 ( ⑫ × ⑬ ) 

千円 

千 百 十 億 千 百 十 万 千 

 円 

円 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 

千円 

千円 

千円 

千円 

 円 

円 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 

 円 

円 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 

(ｲ) 

(ﾛ) 

(ﾊ) 

(ﾆ) 

(ﾎ) 

((ﾊ) 

－(ﾆ)) 

(ｲ) 1000分の 

1000分の 

1000分の 

(ﾛ) (ﾛ) 

(ｲ) 

(ﾎ) (ﾎ) 

⑮事業主の郵便番号(変更のある場合記入) ⑯事業主の電話番号(変更のある場合記入) 

※検算有無区分 ※算調対象区分 ※データ指示コード ※再入力区分 ※修正項目 

  ⑰ 

  延納の申請 納付回数 

⑱ 申 告 済 概 算 保 険 料 額 ⑲申告済概算保険料額 

㉑増加概算保険料額 
(⑭の(ｲ)-⑲) 

⑧⑩⑫⑭⑳の(ﾛ)欄の金額の前に「￥」記号を付さないで下さい 

千 百 十 億 千 百 十 万 千 

千 百 十 億 千 百 十 万 千 

千 百 十 億 千 百 十 万 千 

千 百 十 億 千 百 十 万 千 

千 百 十 億 千 百 十 万 千 

千 百 十 億 千 百 十 万 千 

千 百 十 億 千 百 十 万 千 

千 百 十 億 千 百 十 万 千 

千 百 十 億 千 百 十 万 千 

千 百 十 億 千 百 十 万 千 

百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円 

百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円 

百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円 

百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円 

億 千 百 十 万 千 百 十 円 

⑳ 
 

 

差引額 

 円 

(ﾛ） 

還付額 

(⑱-⑩の(ｲ)) 

 円 ， ， ， 

円 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 

充当意思 ㉚ (⑱-⑩の(ｲ)) 

 円 

(ﾊ) 

不足額 

(⑩の(ｲ)-⑱) 

 円 

1：労働保険料 

  のみに充当 

2：一般拠出金 

  のみに充当 

3：労働保険料 

  及び一般拠 

  出金に充当 

㉒
 
 
期

 

別
 

納
 

付
 

額
 

第
2
期
 

第
3
期
 郵便番号 電話番号 

 ㉖加入している 

  労働保険 

(イ) 労 災 保 険 

(ロ) 雇 用 保 険 
特掲事業 

  (イ) 該当する 

    (ロ) 該当しない 

 

事
 
業
 

(イ) 所在地 

(ロ) 名 称 

(ｲ)概算保険料額 

(⑭の(ｲ)÷⑰＋次期 

以降の円未満端数) 

 円 

㉕ 

㉗ 

㉘ 

全
 
 
 
 

期
 

 
 
 

又
 

 
 
 

は
 

 第
 

1
 

期
 
 
（

初
期
）
 

(ﾁ)概算保険料額 

(⑭の(ｲ)÷⑰) 

 円 

(ﾙ)概算保険料額 

(⑭の(ｲ)÷⑰) 

 円 

(ﾛ)労働保険料充当額 

(⑳の(ｲ)(労働保険料分のみ))  

 円 

(ﾘ)労働保険料充当額 

(⑳の(ｲ)－㉒の(ﾛ)) 

 円 

(ｦ)労働保険料充当額(⑳の(ｲ)- 

  ㉒の(ﾛ)－㉒の(ﾘ)) 

 円 

(ﾊ)不足額(⑳の(ﾊ)) 

 円 

(ﾇ)第２期納付額 

((ﾁ)－(ﾘ)) 

 円 

(ﾜ)第３期納付額 

((ﾙ)－(ｦ)) 

 円 

(ﾆ)今期労働保険料 

((ｲ)-(ﾛ)又は(ｲ)+(ﾊ)) 

 円 

(ﾎ)一般拠出金充当額 

（⑳の(ｲ)(一般拠出金分のみ)) 

 円 

(ﾄ)今期納付額((ﾆ)＋(ﾍ)) 

 円 

 
事
 
業
 
主
 

(イ) 住 所 
 

 

(ロ) 名 称 

(ハ) 氏 名 

㉙ 

主たる事務所 
法人のときは 

の所在地 

法人のときは 

代表者の氏名 

記名押印又は署名 

(ﾍ)一般拠出金額 

(⑩の(ﾍ)-㉒の(ﾎ)) 

 円 

(ｲ) 

充当額 

④常時使用労働者数 

(注1) 

(注1) (注2) 
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
第
 

条
第
1
項
に
基
づ
き
、
労
災
保
険
適
用
事
業
主
か
ら
徴
収
す
る
一
般
拠
出
金
 

一
般
拠
出
金
は
延
納
で
き
ま
せ
ん
 

(注2) 
(

な
る
べ
く
折
り
曲
げ
な
い
よ
う
に
し
、
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
折
り
曲
げ
マ
ー
ク
 

の
所
で
折
り
曲
げ
て
下
さ
い
。
）
 

( ) 

 円 

 円 
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 ㉓ 保険関係成立年月日 
 
 

 
 
 
 
 

  

  

  ㉔  事業廃止等理由 
 
 

 

 

(1)廃止    (2)委託 

(3)個別        (4)労働者なし 

(5)その他 

印 

(

項
２)

 

(

項
３)

 

(

項
４)

 

(

項
５)

 (

項
６)

 

(

項
７)

 

(

項
８)

 

(

項
９)

 

(

項 
) 

10 

(

項 
) 

11 

(

項 
) 

13 

(

項 
) 

15 

(

項 
) 

16 

(

項 
) 

18 

(

項 
) 

35 

(

項 
) 

12 

(

項 
) 

14 

(

項 
) 

17 

(

項 
) 

19 

(

項 
) 

36 

(

項 
) 

20 

(
項 

) 

22 

(

項 
) 

24 

(

項 
) 

25 

(

項 
) 

26 

(

項 
) 

21 

(

項 
) 

23 

(

項 
) 

27 

(

項 
) 

30 
(

項 
) 

28 

(

項 
) 

29 

(

項 
) 

31 

(

項 
) 

32 

(

項 
) 

33 

(

項 
) 

34 

(

項 
) 

38 

(

項 
) 
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  事業又は 

  作業の種類 

雇用保険法 

適 用 者 分 

高  年  齢 

労 働 者 分 

保険料算定 

対 象 者 分 



参
照
条
文
（
受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成
金
関
係
）

○
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
（
抄
）

第
二
十
九
条

政
府
は
、
こ
の
保
険
の
適
用
事
業
に
係
る
労
働
者
及
び
そ
の
遺
族
に
つ
い
て
、
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
と
し
て
、
次
の
事
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

一

療
養
に
関
す
る
施
設
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
施
設
の
設
置
及
び
運
営
そ
の
他
業
務
災
害
及
び
通
勤
災
害
を
被
つ
た
労
働
者
（
次

号
に
お
い
て
「
被
災
労
働
者
」
と
い
う
。
）
の
円
滑
な
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

二

被
災
労
働
者
の
療
養
生
活
の
援
護
、
被
災
労
働
者
の
受
け
る
介
護
の
援
護
、
そ
の
遺
族
の
就
学
の
援
護
、
被
災
労
働
者
及
び
そ
の
遺
族
が
必
要

と
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
よ
る
援
護
そ
の
他
被
災
労
働
者
及
び
そ
の
遺
族
の
援
護
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業

三

業
務
災
害
の
防
止
に
関
す
る
活
動
に
対
す
る
援
助
、
健
康
診
断
に
関
す
る
施
設
の
設
置
及
び
運
営
そ
の
他
労
働
者
の
安
全
及
び
衛
生
の
確
保
、

保
険
給
付
の
適
切
な
実
施
の
確
保
並
び
に
賃
金
の
支
払
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業

②

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
基
準
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

③

政
府
は
、
第
一
項
の
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
の
う
ち
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
七
十
一
号
）
第
十
二

条
第
一
項
に
掲
げ
る
も
の
を
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

○
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
（
抄
）

（
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
二
十
四
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
労
働
時
間
等
設
定
改
善
推
進
助
成
金
、
均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金

、
職
場
意
識
改
善
助
成
金
及
び
受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成
金
）

第
二
十
九
条

受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成
金
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
に
対
し
て
、
そ
の
実
施
す
る
第
三
号
に
規
定

す
る
措
置
の
内
容
に
応
じ
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

労
働
基
準
法
別
表
第
一
第
十
四
号
に
規
定
す
る
旅
館
、
料
理
店
又
は
飲
食
店
（
第
三
号
に
お
い
て
「
旅
館
等
」
と
い
う
。
）
を
営
む
中
小
企
業

事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二

次
号
に
規
定
す
る
措
置
を
記
載
し
た
計
画
を
作
成
し
、
当
該
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
た
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

三

旅
館
等
の
事
業
を
行
う
事
業
場
の
室
内
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
環
境
に
お
い
て
、
客
が
喫
煙
で
き
る
こ
と
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合

に
、
前
号
の
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
事
業
場
内
に
お
い
て
当
該
室
以
外
で
の
喫
煙
を
禁
止
す
る
た
め
に
喫
煙
の
た
め
の
専
用
の
室
を
設
置
す
る
等

の
措
置
を
講
じ
た
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

四

前
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。



参
照
条
文
（
均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
関
係
）

○
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
（
抄
）

第
二
十
九
条

政
府
は
、
こ
の
保
険
の
適
用
事
業
に
係
る
労
働
者
及
び
そ
の
遺
族
に
つ
い
て
、
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
と
し
て
、
次
の
事
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

一

療
養
に
関
す
る
施
設
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
施
設
の
設
置
及
び
運
営
そ
の
他
業
務
災
害
及
び
通
勤
災
害
を
被
つ
た
労
働
者
（
次

号
に
お
い
て
「
被
災
労
働
者
」
と
い
う
。
）
の
円
滑
な
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

二

被
災
労
働
者
の
療
養
生
活
の
援
護
、
被
災
労
働
者
の
受
け
る
介
護
の
援
護
、
そ
の
遺
族
の
就
学
の
援
護
、
被
災
労
働
者
及
び
そ
の
遺
族
が
必
要

と
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
よ
る
援
護
そ
の
他
被
災
労
働
者
及
び
そ
の
遺
族
の
援
護
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業

三

業
務
災
害
の
防
止
に
関
す
る
活
動
に
対
す
る
援
助
、
健
康
診
断
に
関
す
る
施
設
の
設
置
及
び
運
営
そ
の
他
労
働
者
の
安
全
及
び
衛
生
の
確
保
、

保
険
給
付
の
適
切
な
実
施
の
確
保
並
び
に
賃
金
の
支
払
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業

②

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
基
準
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

③

政
府
は
、
第
一
項
の
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
の
う
ち
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
七
十
一
号
）
第
十
二

条
第
一
項
に
掲
げ
る
も
の
を
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

○
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
（
抄
）

（
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
二
十
四
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
労
働
時
間
等
設
定
改
善
推
進
助
成
金
、
均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金

、
職
場
意
識
改
善
助
成
金
及
び
受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
）

第
二
十
六
条

均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
そ
の
実
施
す
る
第
一
号
に
規
定
す

る
措
置
の
内
容
に
応
じ
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

そ
の
雇
用
す
る
短
時
間
労
働
者
（
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
に
規
定
す

る
短
時
間
労
働
者
を
い
う
。
）
又
は
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
に
対
す
る
措
置
と
し
て
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
よ
る

健
康
診
断
（
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
健
康
診
断
を
除
く
。
）
を
実
施
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。
。

○
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
七
十
六
号
）
（
抄
）



（
短
時
間
労
働
援
助
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
短
時
間
労
働
者
雇
用
管
理
改
善
等
事
業
関
係
業
務
の
実
施
）

第
二
十
八
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
短
時
間
労
働
援
助
セ
ン
タ
ー
を
指
定
し
た
と
き
は
、
短
時
間
労
働
援
助
セ
ン
タ
ー
に
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
二
十
九
条
の
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
又
は
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
二
条
の

雇
用
安
定
事
業
の
う
ち
、
短
時
間
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
又
は
そ
の
事
業
主
の
団
体
に
対
し
て
支
給
す
る
給
付
金
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
も
の
を
支
給
す
る
事
業
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
事
業
に
係
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
給
付
金
に
該
当
す
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
二
十
九
条
又
は
雇
用
保
険
法
第
六
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
給
付
金
の
支
給
要
件
及
び

支
給
額
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

（
略
）

○
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
五
年
労
働
省
令
第
三
十
四
号
）
（
抄
）

（
短
時
間
労
働
援
助
セ
ン
タ
ー
の
支
給
す
る
給
付
金
）

第
十
二
条

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
給
付
金
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第
二
十

二
号
。
以
下
「
労
災
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
及
び
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
。
以
下
「
雇
保
則
」
と
い
う
。

）
第
百
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
と
す
る
。

（
均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
）

第
十
三
条

均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
は
、
労
災
則
第
二
十
六
条
又
は
雇
保
則
第
百
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
措
置
と
し
て
、
労
働
協
約
又

は
就
業
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
通
常
の
労
働
者
と
の
均
衡
の
と
れ
た
待
遇
の
確
保
等
を
図
る
た
め
の

措
置
を
実
施
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

短
時
間
労
働
者
又
は
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
短
時
間
労
働
者
等
」
と
い

う
。
）
の
能
力
又
は
職
務
の
内
容
等
に
応
じ
た
待
遇
に
つ
い
て
通
常
の
労
働
者
と
同
一
の
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
。

二

短
時
間
労
働
者
等
の
通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
に
関
す
る
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

短
時
間
正
社
員
（
短
時
間
労
働
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
通
常
の
労
働
者
と
同
等
の
待
遇
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。
）
に
関
す
る
制
度
を
整
備
す

る
こ
と
。

四

短
時
間
労
働
者
等
に
対
し
、
通
常
の
労
働
者
と
の
均
衡
を
考
慮
し
た
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
た
め
の
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
。

五

短
時
間
労
働
者
等
に
対
し
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
（
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
六
条

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
健
康
診
断
を
除
く
。
）
を
実
施
す
る
た
め
の
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
。

２

均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
の
支
給
額
は
、
次
の
各
号
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
の
措
置
を
実
施
し
、
か
つ
、
同
号
に
掲
げ
る
制
度
の
適
用
を
受
け
た
労
働
者
が
生
じ
た
場
合
五
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
（
そ

の
資
本
金
の
額
又
は
出
資
の
総
額
が
三
億
円
（
小
売
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
五
千
万
円
、
卸
売
業
を
主



た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
一
億
円
）
を
超
え
な
い
事
業
主
又
は
そ
の
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
（
小
売
業
を
主
た
る
事

業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
五
十
人
、
卸
売
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
百
人
）
を
超
え
な
い
事
業
主
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
六
十
万
円
）

二

前
項
第
二
号
の
措
置
を
実
施
し
、
か
つ
、
同
号
に
掲
げ
る
制
度
の
適
用
を
受
け
た
労
働
者
が
最
初
に
生
じ
た
場
合
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業

主
に
あ
っ
て
は
、
四
十
万
円
）

三

前
項
第
二
号
の
措
置
を
実
施
し
、
か
つ
、
同
号
に
掲
げ
る
制
度
の
適
用
を
受
け
た
労
働
者
が
二
番
目
か
ら
十
番
目
ま
で
に
生
じ
た
場
合
一
人
に

つ
き
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
一
人
に
つ
き
二
十
万
円
）

四

前
項
第
三
号
の
措
置
を
実
施
し
、
か
つ
、
同
号
に
掲
げ
る
制
度
の
適
用
を
受
け
た
労
働
者
が
最
初
に
生
じ
た
場
合
三
十
万
円
（
常
時
雇
用
す
る

労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
四
十
万
円
）

五

前
項
第
三
号
の
措
置
を
実
施
し
、
か
つ
、
同
号
に
掲
げ
る
制
度
の
適
用
を
受
け
た
労
働
者
が
二
番
目
か
ら
十
番
目
ま
で
に
生
じ
た
場
合
一
人
に

つ
き
十
五
万
円
（
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
一
人
に
つ
き
二
十
万
円
）

六

前
項
第
四
号
又
は
第
五
号
の
措
置
を
実
施
し
、
か
つ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
制
度
の
適
用
を
受
け
た
労
働
者
が
生
じ
た
場
合
三
十
万
円
（
中
小

企
業
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
四
十
万
円
）

３

第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
係
る
短
時
間
労
働
者
等
の
い
ず
れ
か
が
母
子
家
庭
の
母
等
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
第
三
号
又
は
第
五
号

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
一
人
に
つ
き
十
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
五
万
円
、
そ
の
他

の
労
働
者
一
人
に
つ
き
十
五
万
円
」
と
、
「
一
人
に
つ
き
二
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
、

そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
二
十
万
円
」
と
す
る
。
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